
 オウケイシンによるこの展示は、そのような状況

を伝えるために、竹の残材を使って、竹の可能性

や魅力や未来の可能性を私達に伝えようとしたデ

ザインと言えます。美しいプロダクトをデザインす

るのではなく、物語のデザインをしたのです。そ

れが「B-nimal」です。このデザインによって、私

たちの生活が、しなやかに循環する社会へ移行し

ていくことを願っています。

若杉 浩一
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